
 

 

 

物  質  名 ヘキサメチレンジアミン ＤＢ－46 

別  名 1, 6-ヘキサンジアミン 
1, 6-ジアミノヘキサン 

CAS 番号 124-09-4 
PRTR 番号 第 1 種 292 
化審法番号 2-153 

構 造 式 
 

 

分子式 C6H16N2 分子量 116.21 
沸点 205℃ 1) 融点 42℃ 1) 
蒸気圧 0.12 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 4.73 mg/m3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 水に自由混和 1)のた

め測定されず 水溶性 2.46 kg/L（4.5℃）3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LCL0 750 mg/m3（10 min）4)  
 ラット 経口 LD50 750 mg/kg 4)  
 ラット 吸入 LC >950 mg/m3（4 hr）4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、50、150、500 mg/kg/day を 13 週間混餌投与した結果、150 mg/kg/day 以上の群で

用量に依存した体重増加の抑制を認めた他は、すべての群で投与に関連した影響を認めなか

った 5) 。この結果から、NOEL は 50 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、12.8、51、215 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、215 mg/m3

群で死亡率が増加したため、215 mg/m3 群の暴露は 7 週間で終えた。51 mg/m3 以上の群で鼻腔

及び呼吸粘膜、結膜の刺激がみられ、215 mg/m3 群で体重増加の有意な抑制、赤血球数、ヘモ

グロビン濃度及びヘマトクリット値のわずかな増加、鼻腔、気管及び肺で扁平上皮化生、炎

症細胞の浸潤などの組織変化を認めた 6) 。この結果から、NOEL は 12.8 mg/m3 であった。 
・ラット及びマウスに本物質の二塩酸塩 0、1.6、5、16、50、160 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、

5 日/週）吸入させた結果、16 mg/m3 以上の群の両種で喉頭及び鼻、鼻道に用量に依存した組

織変化（呼吸上皮の変性など）を認め、50 mg/m3 以上の群で顕著であった。また、マウスで

は 50 mg/m3 以上の群で肝臓重量、160 mg/m3 以上の群で肺重量の有意な増加を認めた 7,8) 。こ

の結果から、NOAEL はラット及びマウスで 5 mg/m3（本物質換算：1.6 mg/m3。暴露状況で補

正：0.29 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、112、184、300 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、

母ラットでは 300 mg/kg/day 群で体重増加の有意な抑制を認め、1 匹が死亡し、さらに 1 匹が

瀕死状態となった。胎仔では 184 mg/kg/day 以上の群で骨化遅延の発生率に有意な増加、300 
mg/kg/day 群で体重減少、肝臓への影響（斑点）を認めたが、奇形の出現はなかった 5) 。この

結果から、NOAEL は母ラットで 184 mg/kg/day、胎仔で 112 mg/kg/day であった。 
・雌ラットに 0、113、225、450、900 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与し

た結果、450 mg/kg/day 以上の群で投与 6 日後までに母ラットの全数が死亡し、剖検で内出血
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を認めた。また、225 mg/kg/day 群の母ラットで体重増加の有意な抑制を認めたが、225 
mg/kg/day 以下の群で胎仔への影響はなかった 5) 。この結果から、NOEL は母ラットで 113 
mg/kg/day、胎仔で 225 mg/kg/day であった。 

・ラットに 0、50、150、500 mg/kg/day を混餌投与して行った二世代試験の結果、500 mg/kg/day
群の F0、F1 世代の雄で体重増加の有意な抑制、F1 世代で産児数の有意な減少、F1、F2世代の

仔で体重増加の有意な抑制を認めた 9) 。この結果から、NOEL は 150 mg/kg/day であった。 
・ラット及びマウスに本物質の二塩酸塩 0、1.6、5、16、50、160 mg/m3 を交尾前 13 週間（6 時

間/日、5 日/週）吸入させた結果、ラットでは生殖・発生に影響を認めなかった。マウスでは

50 mg/m3 以上の群の雌で妊娠期間の有意な延長を認めたが、この他には 160 mg/m3 群の仔で

生後 14～21 日目の体重増加に有意な抑制を認めただけで、受胎率や産児数、出生時体重等に

影響を認めなかったことから、妊娠期間の延長は生物学的に有意な影響とは考えられなかっ

た 7,8) 。この結果から、NOEL はラットで 160 mg/m3（本物質換算：51 mg/m3。暴露状況で補

正：9.1 mg/m3）、マウスで 50 mg/m3（本物質換算：16 mg/m3。暴露状況で補正：2.9 mg/m3）

であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は眼、皮膚、気道に対して腐食性を示す。吸入すると灼熱感、咳、息苦しさ、息切れ、

咽頭痛を生じ、経口摂取すると胃痙攣、腹痛、灼熱感、ショックまたは虚脱を起こす。また、

皮膚や眼に付くと発赤、痛み、熱傷を生じる 10) 。 
・33～133 mg/m3 の本物質に暴露されていた労働者 20 人の調査で結膜及び上気道の刺激がみら

れており、このうち 1 人で肝炎を発症した後に本物質の薬物アレルギーによって湿疹が発生

したと報告されている。なお、貧血はみられていない 11) 。 
・ナイロン工場の労働者 4 人で本物質を原因とする皮膚炎が生じ、同一作業に従事する度に繰

り返し発症したと報告されている 12) 。また、溶血性タイプの高色素性貧血や軽度の白血球減

少症の徴候がナイロン工場の労働者 27 人でみられ、特に本物質及びアジポニトリルを取り扱

っていた労働者でその傾向が強かったとされている 13) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価： 評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 14) TLV-TWA 0.5 ppm（2.3 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOEL 50 mg/kg/day（体重増

加の抑制）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 5 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設

定する。 
 吸入暴露については、ラット及びマウスの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 5 mg/m3（気

道上皮粘膜の変性など）を採用し、これを本物質換算して 1.6 mg/m3 とし、暴露状況で補正して

0.29 mg/m3 とし、試験期間が短いために 10 で除した 0.029 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。
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